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歯列不正のなかでもっとも多い叢生．本書では，その叢生にな
りやすい子どもたちの歯列の特徴と，拡大床を使用した咬合育
成で叢生を予防する方法を解説．拡大床治療の開始時期・適応
症・設計・調整法などを，1,000枚以上の大きな写真で実践的
に示した 1冊．

ホ ー ム ド ク タ ー に よ る

小学校２年生までに始める

拡大床治療
須貝昭弘 著

【購入者特典】
著者が日常臨床で活用する患者説明等の資料がダウンロード可能

ポイント①
1,000 枚以上の大きな

写真で解説 

ポイント②
拡大床の調整法も

具体的に掲載 

ポイント④
患者説明用などの資料が 

ダウンロード可能！

ポイント③
筆者が実際に使用して 

いる資料と，その 
使用例を収録 

子どもたちの咬合育成のために
具体的な解決策を示せる
ホームドクターになろう！
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Chapter4 拡大床治療の実際

拡大床セット時の確認事項03

確認すべきポイント
　　

　拡大床セット時には，適合状態を確認するところ

から始める．子どもたちの口腔内は印象採得後の短

期間でも変化するので，適合が悪いと感じた場合に

は，萌出中の第一大臼歯や切歯付近を確認し，調整

することで改善することが多い．装着していて痛み

がないかを確認し，アダムスクラスプの維持力が弱

い場合には調整する．唇側線の役割は前歯部の位置

の調整であるが，通常は口唇の力で位置が決まって

くるので，唇側線は前歯部唇側面に当たらないよう

に調整しておく．

　拡大床を，パーシャルデンチャーのように上下の

装置を装着した状態でうまく咬合させなければなら

ないと考えがちであるが，装置を装着した状態で食

事をするわけではないので，装着時に上下の咬合接

触を考える必要はない．そのため，上下に装置を装

着した状態で咬合関係を調整するようなことはしな

くてもよい．子ども本人に着脱をさせて，できるか

どうかを確認するが，本人にできない場合には親に

確認してもらわなければならない．

はじめかた

須貝歯科医院

矯正治療の

はじめに 
　装着した矯正装置は顎の発育を促す装置です。顎が小さくて歯が並びきらない場合、こ
の装置を使用して顎を大きくきれいな歯並びを目指していきます。取り外しが可能な装置
のため装着時間によって効果が大きく違ってきます。はじめのうちからできるだけ長い時
間入れておく習慣をつけておきましょう。 
　また保護者の方にネジを回してもらい、拡大していく装置のため拡大するのを忘れてし
まうと顎の成長を促すことが出来ません。拡大する日にちをしっかり決めて行いましょう。
この装置が使用できるのにはタイムリミットがあります。装置の入れ忘れや拡大し忘れが
出来るだけないように今日から一緒に頑張りましょう。 

装置について 
　装置には上下がありますので見分けて入れるようにして下さい。ワイヤーが歯に引っ掛
かることによって装置が安定しています。またネジがついているのでそのネジ穴にバーを
差し込み矢印方向に動かすことによって拡大されます。 
　 

　　 

上の装置 下の装置

ネジを回すことによって少しずつ装置が拡大します 拡大時に使用するバー

装置の入れ方 
　基本的に装置はお子さんに着脱してもらいます。ワイヤーを基準にして装置が歯に合う
所まで入れます。装置のピンク色の部分( 前方★と後方★ )に分けてしっかり指で押し込
み装着します。このときに装置にかたつきがないか確認しましょう。 

気をつけて欲しいこと... 
①装置の取り扱いに慣れてくると指を使わずに装置を噛んで装着することがあります。装
置が壊れることがあるので注意しましょう。 

②装置がしっかり定位置に入っている感覚を身につけて下さい。装置が浮いた状態でお口
の中に入れていても装置の効果が発揮されません。 

装置の外し方 
  装置の奥歯にかかっている左右のワイヤーを両手で引っ掛けて外しましょう。 

気をつけて欲しいこと... 
①装置を外すときは必ず両手で行って下さい。 

②前方のワイヤーに指をかけて外すと変形することがあります。 

a b c

図 1 a～c  拡大床セット時に渡している使用上の注意事項を記したパンフレット．前もって説明しておくことも大切だが，すべ
てを伝えられるわけでもないので，お家でよく読んでもらうことにしている．
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唇側線は前歯部唇側面に
当たらないように調整  

a b

c

f

ed

図 2 a～f  上顎の拡大床を装着した状態．うまく入らない場合には，印象採得からセッ
トする間に萌出してきている切歯や第一大臼歯の周囲の適合を確認する．アダムス
クラスプが緩い時には溝型プライヤー（f）（YDM）で調整する．プライヤーを挿入する
方向に注意．

確認するポイント
上顎

装着前 装着後

調整用の溝型プライヤー（YDM）
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一般開業医が導入できる拡大床治療の実例を1,000枚以上の写真で解説．
本書掲載資料のダウンロードも可能です！

拡大床治療の道しるべ
　　新たな治療法の模索
　　拡大床治療の導入

拡大床治療のさまざまな症例

♳拡大床治療は矯正ではなく咬合育成
　　矯正治療と咬合育成
　　長期にわたる拡大床治療
♴拡大床治療のメリット
　　拡大床治療のメリット
　　他の治療法を選択する場合
♵抜歯矯正を行った時に懸念される不安材料
　　早期の抜歯矯正がはらむ危険

♳拡大床治療を始める前に採得しておくべき資料
　　資料から読み取っておくこと
♴拡大床の設計と製作
　　印象採得と模型計測
　　設計
　　拡大ネジの仕組み

♳不正咬合の種類と叢生
　　叢生の機能的問題
♴叢生の原因
　　臨床で出会うさまざまな叢生
♵正常な永久歯列になる子どもの乳歯列からの観察
　　共通したパターン
♶上下切歯交換期の正常像を目指す
　　歯列咬合診療の 1つのゴール

♳拡大床治療がうまくいかない時もある
　　3 つの大きな原因
　　①拡大床が装着されていない
　　②習癖がある
　　③乳臼歯の交換が早い
♴拡大床の治療と同時に行うＭＦＴ
　　習癖と筋機能異常の改善
　　舌のコントロール
　　口唇の閉鎖
　　正常嚥下の獲得
♵拡大床装置の不具合，破損などへの対応 
　　拡大床の特徴的な不具合
♶第二大臼歯萌出時に起こる問題
　　鋏状咬合の改善法
♷拡大床治療の限界
　　追加治療の必要性
♸拡大床治療が批判される理由
　　選択肢の 1 つとしての拡大床

♳上下切歯交換期の叢生は自然には改善しない
　　叢生になるのはいつ決まるか
♴拡大床治療はいつから始めるのがよいのか
　　小学校 2 年生までに始める
♵拡大床治療が必要になりそうな子どもに説明すること
　　行き違いをなくすために大切な説明
♶拡大床治療の適応症と難しい症例
　　拡大床治療の難易度
♷拡大床治療の禁忌症と，矯正歯科に紹介すべき症例
　　治療上で起こるさまざまな可能性

C O N T E N T S
♵拡大床セット時の確認事項
　　確認すべきポイント
♶拡大床セット時の使用法の説明
　　取り扱いで注意してもらうこと
♷うまく使用してもらうための一工夫
　　確実な拡大のためのポイント
♸理想的な拡大床治療の進め方
　　治療開始から保定まで
♹調整法
　　来院時に確認すること
⓼拡大床に付与する補助装置
　　マスターしておきたい術式
⓽拡大床はいつまで使うのか 
　　治療終了のタイミングと保定の実際
⓾拡大床治療後はどうするのか（リンガルアーチ） 
　　きれいな永久歯列に導くために

 

 

 

 

 

 

 

2020̶11

支店・営業所

●貴院名

冊注文します。

き り と り 線

●ご指定歯科商店

※ご記入いただいた個人情報は、弊社の新刊案内、講演会等の案内に利用させていただきます。
※ご指定歯科商店がない場合は送料をいただき、代金引換宅配便でお送り致します。

モリタ商品コード：208040744

ホームドクターによる
小学校２年生までに始める拡大床治療
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